

































　200 年度は 0 月から１月までの毎月１回、計４回
プログラムを開催した。開催日はすべて日曜日であり、































れた子どもはのべ 5 名で、実人数は 36 名である。年
齢の内訳は、中学生以上６名、小学生 7 名、就学前（0













部それぞれ１年生は 8 名、6 名、２年生以上 2 名、4


























































で「経験がない」と回答した者は 0 名（＜ .05）で、また、
「実習園にいた」と回答した者は「集住都市居住者」は



















































































































































































































200b）および同 37 号（長谷部・杉山・高山 20a）に掲
載している。なお、本論文は第 64 回保育学会におけるポス
ター発表 長谷部・杉山・高山「『ブラジル人親子支援プログ



















www.shujutoshi.jp/gaiyou/index.htm） で あ り、200 年
５月に第１回会議が開催された。
7 学生調書など正式なデータとしては確認していないが、200
年に行なった大学子ども発達学科  年生（回収率 00.0％）、
短大部幼児教育学科１，２年生（回収率１年生 92.2％、２年
生 66.3％）を対象とした別のアンケート調査の結果では、
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